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マ
ル
で
ボ
ー
ロ
族
行
記
の
近
刊
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校
註
本
に
就
い
マ
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

　
　
　

枝

晃

次

　
　
　
　
　
　

緒

　
　
　
　

言

　
　
　
　
　

一
、
ベ
ネ
デ
ツ
ト
本

　

（
此
項
承
前
）

　
　
　
　
　

二
、
同

　

英

　

諏

　

本

　
　
　
　
　

三
、
フ
ラ
ン
ア
ト
ン
本

　
　
　
　
　

四
、
ム
ー
ル
＝
ベ
リ
オ
本

　
　
　
　
　

五
、
シ
ヤ
リ
ェ
ヨ
ン
本

　
　
　
　
　

六
、
・
ム
ｔ
フ
本
、
改
造
文
庫
本
、
其
他

　

５
、
フ
ラ
ー
ピ
ヽ
ノ
譚
本
（
Ｐ
）

　

先
づ
寫
本
に
就
て
云
へ
ば
、
ピ
ヽ
ノ
の
塚
し
た
マ
ル
’
・
ボ

ー
ロ
旅
行
記
は
、
諸
本
中
最
も
評
判
が
よ
く
て
、
廣
く
行
は
れ

た
も
の
で
あ
り
、
ベ
ネ
デ
ヴ
ト
は
此
本
の
ラ
テ
ン
原
本
の
寫
本

五
十
部
（
従
前
の
調
査
で
は
二
十
六
部
で
あ
っ
た
）
、
外
に
重
譚

本
七
種
及
び
印
刷
本
数
種
を
敷
へ
て
ゐ
る
。
本
書
ｃ
ｘ
ｎ
ｗ
-

の
戸
哨
頁
に
其
等
寫
本
及
び
侠
書
の
一
々
に
就
て
の
叙
述
が
見

え
る
が
、
其
を
こ
ｘ
に
更
め
て
説
く
に
は
及
ぶ
ま
に
い
が
、
唯
一

つ
云
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
、
べ
氏
が
快
書
の
中
に
散

へ
た
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｋ
ｅ
ｎ
ａ
ｕ
ｅ
ｒ
男
所
蔵
の
二
拓
本
で
あ
る
。
此
は
諸
種

の
書
目
に
も
見
え
、
地
理
協
會
本
編
輯
の
際
に
も
ル
ー
に
依
り

論
か
れ
た
事
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
後
所
在
が
判
ら
す
、

べ
氏
は
「
ア
メ
リ
カ
に
で
も
費
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
」
（
Ｃ
Ｘ
Ｌ
ｉ

頁
）
と
推
測
を
下
し
て
ゐ
た
所
、
先
年
ム
ー
ル
氏
に
依
り
大
英

博
物
館
の
所
截
に
錨
し
て
ゐ
る
の
が
狸
見
さ
れ
た
。
①

　

七
種
の
重
障
本
の
内
障
は
、
フ
ラ
ン
ス
譚
二
種
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ボ
ヘ
ミ
ア
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ド
イ
ツ
の

諸
語
障
各
一
部
で
あ
る
。

　

ラ
テ
ン
語
本
の
最
初
の
版
本
は
一
四
八
五
年
頃
に
ア
ン
ヴ
ェ

ル
ス
に
於
て
Ｇ
.

　
Ｌ
ｅ
ｅ
ｎ
に
依
り
刊
行
さ
れ
た
。
次
で
一
五
三
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二
年
に
、
前
者
と
は
無
開
係
の
第
二
の
版
本
が
、
Ｓ
ｉ
ｍ
ｏ
ｎ

Ｌ
r
ｒ
ｙ
ｎ
ａ
ｅ
ｕ
ｓ
の
編
輯
に
係
る
（
宦
際
に
は
Ｈ
ｕ
ｔ
ｔ
ｉ
ｃ
ｈ
　
編
と
云
ふ
）

ソ
ｆ
ｏ
ｖ
ｕ
ｓ
　
Ｏ
ｒ
b
i
ｓ
に
収
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
・
此
の
ノ
ヴ
ス
・

オ
ル
ビ
ス
は
更
に
ラ
イ
ネ
″
ケ
、
ア
と

の
重
刊
す
る
所
と
な
り
、
後
者
に
基
づ
き
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ス
チ

ラ
、
オ
ラ
ン
ダ
諸
譚
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
後
に
説
ぐ
ラ
ム
ー
ジ

オ
本
も
此
の
グ
リ
ネ
オ
版
に
裸
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

挿
者
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｏ
　
Ｐ
ｉ
ｐ
ｉ
ｎ
ｏ
　
ｄ
ａ
　
Ｂ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｎ
ａ
は
生
歿
の
年
は
判

ら
な
い
が
一
二
七
二
－
一
三
二
一
年
の
間
の
公
文
書
に
其
の
名

が
見
え
る
。
此
の
族
行
記
の
鯛
詳
の
外
に
、
一
大
史
書
を
編
纂

し
、
叉
一
三
二
〇
年
に
聖
地
巡
破
を
行
っ
た
事
が
判
っ
て
ゐ
る
。

彼
が
此
の
謬
本
を
書
い
た
時
期
は
マ
ル
ユ
の
死
後
で
あ
っ
て
、

而
し
て
・
こ
ロ
及
び
マ
テ
オ
の
存
生
中
で
あ
っ
た
。

　

内
容
に
就
て
云
へ
ば
、
此
の
Ｐ
本
は
系
続
か
ら
は
Ｖ
Ａ
系
に

属
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
Ｆ
本
・
原
本
と
の
開
係
は
Ｖ
Ａ
の

場
合
と
同
様
の
事
が
云
へ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
面
Ｖ
Ａ
系
の

他
の
本
に
見
え
ぬ
材
料
が
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
善
く
出
来
た

節
略
本
か
ら
の
鯛
挿
で
あ
っ
て
、
物
語
の
内
容
は
忠
賓
に
傅
へ

ら
れ
て
あ
る
が
、
文
章
の
調
子
は
相
営
ぴ
ど
く
鍵
り
妙
に
勿
醒

ぶ
っ
た
筆
致
で
書
か
れ
て
居
り
、
叉
詳
者
の
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想

に
基
づ
く
歪
み
が
あ
る
。
Ｆ
水
や
ポ
ー
テ
ィ
エ
本
と
全
く
異
っ

た
匝
切
り
方
が
施
さ
れ
、
全
書
が
三
春
に
分
け
ら
れ
て
あ
る
。
⑧

　

此
の
系
統
の
本
は
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
ゐ
た
篤
と
、
法

王
廳
の
公
認
本
で
あ
っ
た
篤
に
、
先
に
述
べ
た
如
く
流
布
頗
る

廣
く
文
化
史
上
に
寄
輿
し
た
こ
と
は
著
し
い
。
一
例
を
學
げ
れ

ば
、
今
日
セ
ヴ
ィ
ラ
の
Ｊ
ロ
ン
ブ
ス
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
ゐ
る

有
名
な
Ｊ
ロ
ン
ブ
ス
の
書
き
入
れ
本
と
い
ふ
の
は
賓
に
此
系
統

の
一
本
で
あ
る
。

　

６
、
Ｆ
に
至
る
以
前
の
状
態

　

此
の
章
は
ラ
ム
ー
ジ
オ
本
及
び
そ
れ
の
校
訂
の
材
料
と
な
っ

た
諸
本
を
論
じ
っ
χ
、
族
行
記
の
原
形
の
諮
納
推
測
に
及
ぶ
、

べ
氏
の
議
論
の
核
心
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
に
最
も
興
味

深
い
章
で
あ
る
。

　
　
　

ラ
ム
１
ジ
オ
本
（
Ｒ
、
Ｚ
）

　

ラ
ム
ー
ジ
オ
Ｇ
ｉ
ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｔ
'
ｔ
i
ｓ
ｔ
ａ
　
　
　
Ｒ
ａ
ｍ
ｕ
ｓ
i
o
（
一
四
八
五
－
一

五
五
七
）
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
人
、
地
理
學
者
と
し
て
令
名
あ
り

自
宅
で
塾
を
開
い
て
ゐ
た
。
彼
の
「
マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ロ
族
行
記
」

の
イ
タ
リ
ア
語
詳
本
は
一
五
五
九
年
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
刊
の
「
旅
行
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記
集
成
」
第
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
出
さ
れ
た
が
＊
こ
れ
は
彼
Ｏ

歿
後
の
出
版
で
、
此
の
叢
書
の
第
一
、
三
谷
は
之
よ
り
先
に
刊

行
さ
れ
て
ゐ
た
。
其
後
此
の
叢
書
が
重
印
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
ラ
ム
ー
ジ
オ
謬
の
「
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
旅
行
記
」
は
久
し

い
間
認
め
ら
れ
ず
に
居
り
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
漸
く
世
の
注

意
を
惹
い
て
一
八
一
八
年
に
マ
ー
ス
デ
ン
の
英
輝
本
が
出
版
さ

れ
、
次
い
で
一
八
二
八
年
バ
ル
デ
リ
ー
ボ
ユ
伯
の
校
注
本
、
一

八
四
五
年
ビ
ュ
ル
ク
の
優
れ
た
狽
詳
本
、
更
に
そ
れ
等
の
重
印

本
が
最
近
に
至
る
ま
で
続
々
と
世
に
出
づ
る
に
至
っ
た
。
（
詳

し
く
は
本
書
（
い
に
頁
に
就
て
見
ら
れ
た
い
）

　

此
の
Ｒ
本
に
は
、
他
の
系
統
の
本
に
見
え
た
く
て
之
の
み
に

見
え
る
記
事
が
夥
し
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
先
に
一
言
し
た
様
に

ラ
ム
ー
ジ
オ
は
Ｐ
本
を
底
本
と
し
て
翻
詳
を
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
の
外
に
別
系
統
の
寫
本
を
參
照
し
て
校
訂
を
施
し
た

の
で
斯
る
記
事
が
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
・
彼
が
一
友
人

に
揖
へ
た
手
紙
に

　

富
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
市
の
名
士
カ
ー
・
ギ
シ
氏
Ｑ
″
の
Ｆ
一
の
賓

　

蔵
に
係
る
も
の
で
、
多
分
マ
ル
つ
の
自
筆
と
思
は
れ
る
、
も

　

と
も
と
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
極
め
て
古
い
寫
本
を
借
覧
し

　

て
度
々
參
照
し
た
。

と
見
え
、
叉
Ｒ
本
に
は
二
つ
の
序
文
が
あ
り
・
、
一
は
普
通
の
も

の
で
あ
り
、
他
は
此
の
ギ
シ
氏
截
本
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｒ
木
禍
特
の
記
事
は
幾
多
の
研
究
者
の
注
意
を
惹
い
た
が
、
そ

の
材
料
た
る
ギ
シ
氏
絨
本
と
は
如
何
た
る
も
の
か
判
ら
す
、
又

或
る
残
本
に
斯
る
記
事
を
含
む
も
の
も
あ
っ
た
り
し
て
、
之
が

解
憚
に
は
諸
研
究
者
は
大
に
苦
し
ん
だ
。
斯
く
て
或
は
後
人
の

宣
入
と
し
、
或
は
Ｆ
本
の
編
輯
後
に
於
け
る
マ
ル
コ
の
加
筆
と

考
へ
、
更
に
穿
っ
て
は
甥
の
マ
フ
ェ
オ
の
追
記
と
説
か
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
彼
の
で

に
開
し
て
最
も
重
要
な
未
解
決
の
問
題
は
、
ラ
ム
ー
ジ
オ
が
斯

る
追
記
を
引

た
程
で
あ
つ

　

べ
氏
は
Ｒ
の
テ
キ
ス
ト
を
次
の
五
つ
の
要
素
に
分
析
し
た
。

即
ち
、
圃
Ｐ
を
底
本
と
し
、
之
に
開
Ｖ
、
圀
Ｌ
、
㈲
Ｖ
Ｂ
の
三

本
が
夫
々
影
響
し
、
最
後
に
向
Ｚ
な
る
本
を
參
照
し
た
の
で
あ

る
と
。
Ｒ
本
の
、
Ｐ
、
Ｖ
、
Ｌ
、
Ｖ
Ｂ
に
見
え
ぬ
も
の
は
多
く
此

の
Ｚ
に
由
来
し
、
従
前
の
諸
研
究
者
を
悩
ま
せ
た
Ｒ
本
濁
特
の

記
事
は
賓
に
此
の
Ｚ
本
よ
り
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ

正
に
右
の
ギ
シ
氏
の
古
寫
本
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
此
は
Ｒ

本
の
性
質
の
究
明
に
、
ひ
い
て
は
此
の
旅
行
記
の
問
題
の
解
決
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に
決
定
的
な
鍵
と
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

ゼ
ラ
ダ
寫
本

　

（
Ｚ
）

　

べ
氏
の
抹
っ
た
Ｚ
本
は
ミ
ー
フ
ノ
の
ア
ン
ブ
ロ
ソ
文
庫
所
蔵
、

Ｍ
ｓ
.
Ｙ
.
　
１
６
０
　
Ｐ
.
　
Ｓ
　
＆
<
る
ラ
テ
ン
語
古
寫
本
で
、
序
記
に
依
れ

ば
、
伶
院
長
ト
ア
ル
ド
が
ゼ
ラ
ダ
の
躯
機
官
所
蔵
０
十
四
世
紀

末
或
は
十
五
世
紀
初
頃
の
古
寫
木
を
借
用
し
て
一
七
九
五
年
七

月
八
日
に
寫
し
了
へ
た
も
の
で
あ
る
。
（
後
に
況
く
が
此
の
原

本
が
其
後
我
見
さ
れ
た
）

　

此
の
Ｚ
本
の
み
に
見
え
て
従
来
他
の
本
に
見
え
な
か
っ
た
記

事
を
Ｆ
本
及
そ
れ
に
類
似
の
諸
本
と
比
べ
て
見
る
と
、
Ｚ
は
Ｆ

よ
り
も
善
い
佛
伊
混
淆
文
本
に
依
っ
た
逐
字
譚
で
あ
る
こ
と
が

容
易
に
判
る
。
惜
む
ら
く
は
此
の
寫
本
は
足
本
で
は
な
く
、
初

め
の
三
分
の
Ｉ
許
り
は
甚
だ
し
い
節
略
で
あ
る
し
訣
け
た
部
分

　
　
　

④

さ
へ
あ
る
。
併
し
Ｆ
の
一
四
八
章
（
ユ
ー
ル
本
で
云
へ
ば
第
二

巻
七
十
一
章
）
に
営
る
章
か
ら
以
後
、
印
ち
Ｚ
木
全
値
の
三
分

の
二
以
上
は
脆
落
が
な
く
完
１
　
に
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
初

め
に
略
で
あ
っ
て
後
に
精
し
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
就
て
、
べ

９

　

氏
は
謬
者
或
は
書
寫
生
か
最
初
は
節
略
本
を
作
る
つ
も
り
で
仕

ダ

　

事
を
始
め
た
と
こ
ろ
が
、
次
第
々
々
に
族
行
記
の
面
白
さ
に
引

摺
り
込
ま
れ
て
遠
に
は
一
字
一
句
を
■
?
ｓ
>
犠
牲
に
す
る
に
忿
び
た

く
な
っ
て
斯
様
な
本
が
出
来
上
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
推
測
し
て

ゐ
る
。
前
牛
の
節
略
の
部
分
も
Ｆ
よ
り
精
し
い
本
に
依
っ
て
居

る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
、
叉
こ
れ
が
重
暉
で
な
く
て
佛
伊
混
淆
文

本
か
ら
の
直
接
の
珊
謬
で
あ
る
こ
と
は
文
章
の
形
か
ら
直
ち
に

判
る
。
而
し
て
そ
の
底
本
の
正
し
い
忠
鸞
な
鵬
謬
で
あ
る
勘
に

此
の
寫
本
の
價
値
が
あ
る
。
Ｆ
本
の
誤
り
や
疑
し
い
箇
所
が
之

に
依
り
、
多
く
正
さ
れ
、
地
名
、
人
名
の
寫
し
方
な
ど
Ｆ
に
比
べ

て
貌
の
ひ
ど
く
な
く
阻
本
に
近
い
形
を
示
す
も
の
が
あ
る
。
分

量
の
鮎
か
ら
云
っ
て
も
、
問
題
の
Ｆ
本
に
見
え
た
い
記
事
は
二

百
に
も
及
ん
で
ゐ
る
。
更
に
興
味
あ
る
事
は
、
こ
の
Ｚ
に
見
え

て
Ｆ
に
見
え
ぬ
記
事
の
約
六
割
が
・
フ
ム
ー
ジ
オ
本
に
見
え
て
ゐ

る
。
即
ち
ラ
ム
ー
ジ
オ
は
Ｚ
の
兄
弟
に
あ
た
る
一
本
（
？
）
を
參

照
し
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
（
ゼ
ラ
ダ
木
を
用
ひ
た
の
で
は
た

い
）
。
前
述
？
フ
ム
ー
ジ
オ
濁
特
の
記
事
の
大
部
分
は
賓
に
此

の
本
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
述
べ
た
様
に
、
Ｚ
の

後
牛
部
は
ど
の
本
よ
り
も
正
し
く
完
全
で
あ
る
が
前
宇
部
は
梗

概
に
留
ま
る
。
然
る
に
我
々
は
Ｒ
を
介
し
て
？
の
初
め
の
部
分

を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
（
但
し
初
め
の
部
分
と
云

っ
て
も
？
も
初
め
の
方
は
節
略
本
で
あ
っ
た
様
で
、
Ｒ
と
Ｆ
と
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久邨

を
比
べ
る
時
Ｆ
の
Ｉ
Ｉ
七
四
章
に
は
Ｆ
に
見
え
な
い
記
事
の

Ｒ
の
み
に
見
え
る
場
合
は
稀
で
あ
る
）
し
か
も
Ｒ
は
Ｚ
の
場
合

と
は
反
對
に
、
初
め
程
？
に
對
す
る
注
意
が
強
く
、
後
に
至
る

程
Ｎ
は
參
照
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

　

問
題
の
Ｚ
本
禍
特
の
記
事
０
特
に
著
し
い
も
の
を
云
は
う
。

朕
に
ロ
ス
卿
が
指
摘
し
た
カ
ラ
ホ
ジ
ヤ
の
記
事
、
扁
建
地
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廊

ク
リ
ス
ト
教
徒
の
話
、
Ｉ
シ
ア
の
話
等
の
他
に
も
、
支
那
の
文

明
を
讃
へ
て
科
學
・
肪
術
の
匯
達
、
洗
練
さ
れ
た
腫
儀
作
法
、

類
ひ
な
き
進
歩
し
た
言
語
、
或
は
纒
足
の
奇
習
な
ど
を
述
べ
た

章
が
あ
り
、
共
他
各
地
の
興
味
深
い
習
俗
を
述
べ
た
も
の
が
特

に
多
い
事
は
注
意
さ
れ
て
宜
い
。
此
等
に
就
て
は
後
日
改
め
て

説
く
こ
と
ｘ
し
た
い
。

　

従
来
の
研
究
者
が
悩
み
ぬ
い
て
解
決
出
来
な
か
っ
た
Ｒ
本
狽

特
の
記
事
も
、
此
の
Ｚ
本
の
出
現
に
依
っ
て
そ
の
出
所
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
み
な
ら
す
、
Ｆ
本
よ
り
も
更
に
組
本
に
近
い
形

が
之
に
依
っ
て
示
さ
れ
、
我
々
が
族
行
記
の
本
来
の
形
を
考
へ

る
極
め
て
大
切
な
手
が
ｘ
り
と
た
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

Ｚ
系
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
８
　
本

　

（
Ｖ
）

　

Ｚ
に
近
い
開
係
に
あ
る
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
詳
本
が
ベ
ル
リ
ン
市

立
圖
１
　
館
及
そ
の
寫
し
が
ア
ン
ブ
ロ
ソ
文
庫
忙
あ
る
。
Ｆ
の
Ｉ

Ｉ
二
一
九
章
に
相
営
す
る
部
分
の
梗
概
本
で
あ
る
が
、
内
容

の
豊
富
な
こ
と
は
Ｆ
Ｇ
に
次
ぎ
、
Ｆ
と
さ
ほ
ど
離
れ
て
は
ゐ
な

い
。
文
醍
よ
り
見
て
ラ
テ
ン
譚
本
よ
り
の
重
謬
ら
し
い
が
、
間

間
フ
ラ
ン
ス
語
の
影
響
も
見
う
け
ら
れ
る
か
ら
、
雨
種
の
本
の

合
訂
本
か
と
も
思
は
れ
る
。
誤
字
も
多
く
、
色
々
訣
勁
は
あ
る

が
、
Ｆ
の
復
原
に
役
立
つ
場
合
が
少
く
た
い
、
且
Ｆ
に
も
ｚ
に

も
見
え
ぬ
記
事
が
三
十
許
り
あ
る
。

　
　
　

フ
ェ
ラ
ヽ
節
略
本
及
共
類
似
本

　

（
Ｌ
）

　

Ｖ
に
劣
ら
ぬ
重
要
な
も
の
で
、
や
は
り
ｚ
か
ら
さ
う
遠
く
た

い
開
係
に
あ
る
ラ
テ
ン
語
節
略
本
の
Ｉ
群
が
あ
・
る
。
現
在
フ
ェ

ラ
久
北
伊
の
都
市
）
の
公
共
圖
書
館
の
外
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ヴ
ォ

ル
フ
ェ
ン
ビ
ぶ
テ
ル
、
ア
ン
ヴ
ェ
ル
ス
等
に
各
一
部
あ
り
、
四

者
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
フ
エ
ー
フ
ヽ
本
は
十
四
世
紀
初
頭
に

筆
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
は
旅
行
記
の
殆
ん
ど
全
部
（
Ｆ

の
Ｉ
Ｉ
二
二
六
章
）
の
梗
概
で
あ
っ
て
、
Ｆ
に
極
め
て
近
い

佛
伊
混
淆
文
本
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
Ｆ

と
一
致
し
な
い
箇
所
の
Ｒ
や
ｚ
、
Ｖ
と
一
致
す
る
場
合
が
多
く
、

や
は
り
ラ
ム
ー
ジ
オ
の
校
訂
の
材
料
と
な
っ
た
も
の
ｘ
一
つ
で

あ
る
。

　

右
に
述
べ
た
Ｚ
・
Ｖ
・
Ｌ
の
三
種
は
同
一
の
組
本
よ
り
出
た
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一
系
統
で
あ
っ
て
、
前
貌
に
述
べ
た
Ｆ
・
Ｆ
Ｇ
等
の
四
群
と
は

別
系
統
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
更
に
そ
の
内
Ｖ
と
Ｌ
と
は
Ｚ
・

？
よ
り
少
し
く
離
れ
た
一
派
と
考
へ
ら
れ
る
。
原
本
か
ら
今
の

Ｆ
の
形
に
至
る
ま
で
の
間
に
は
、
Ｖ
・
Ｌ
を
生
ん
だ
如
き
中
間

形
が
介
在
し
て
ゐ
た
も
の
Å

　
　
　

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
改
修
本

　

（
Ｖ
Ｂ
）

　

ヴ
ー
。
ネ
チ
ア
の
Ｊ
レ
ル
文
化
博
物
館
所
蔵
の
一
寫
本
に
収
め

ら
れ
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
謬
の
族
行
記
は
、
同
じ
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
で

あ
づ
て
も
先
の
Ｖ
本
や
Ｖ
Ａ
本
と
は
異
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

之
と
同
様
の
も
０
が
更
に
ヴ
。
チ
カ
ン
文
庫
及
大
英
博
物
館
に

も
あ
る
。
此
は
Ｆ
に
近
い
本
を
極
め
て
暢
達
に
謬
し
た
も
の
で

あ
っ
て
内
容
は
Ｆ
に
よ
ほ
ど
近
い
。
そ
の
謬
者
は
不
明
で
あ
る
。

此
本
は
翻
謬
と
い
ふ
ょ
り
は
改
作
と
云
っ
た
方
が
好
い
程
自
由

に
譚
さ
れ
、
仝
醍
が
子
供
じ
み
た
、
大
袈
裟
に
誇
脹
し
た
書
き

振
り
に
改
め
ら
れ
、
原
書
の
調
子
が
著
し
く
損
は
れ
て
ゐ
る
。

他
の
本
に
見
え
ぬ
材
料
も
少
々
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
同

時
に
謬
者
が
勝
手
に
創
作
し
た
法
螺
も
混
入
し
て
ゐ
る
。
斯
く

充
分
信
頼
出
来
ぬ
此
の
Ｖ
本
が
大
に
Ｒ
本
に
と
り
入
れ
ら
れ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
Ｚ
・
？
・
Ｖ
・
Ｌ
・
Ｖ
Ｂ
の
諸
本
は
、
ラ
ム
ー
ジ
オ
本

編
纂
の
材
料
と
た
っ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
重
親
し
な
け
れ
ば

た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ラ
ム
ー
ジ
オ
は
校
訂
本
編
纂
に
あ
た

っ
て
純
正
の
原
書
を
復
原
し
よ
う
と
し
た
の
で
た
く
、
既
刊
の

諸
本
よ
り
優
れ
た
版
を
作
ら
う
と
志
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
か
く

て
Ｐ
本
を
以
て
生
地
と
し
て
、
そ
の
上
に
知
見
の
諸
本
を
以
て

ぬ
０
　
と
り
を
施
し
た
。
と
こ
ろ
が
ぬ
ひ
絲
に
な
っ
た
補
助
的
な

諸
本
の
内
に
こ
そ
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
を
彼
は
知
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
底
本
に
な
っ
た
Ｐ
の
大
き
な

訣
文
や
深
山
の
過
１
　
が
そ
の
ま
Ｘ
Ｒ
に
見
え
、
Ｖ
Ｂ
を
重
親
し

す
ぎ
た
認
に
入
れ
て
よ
く
な
い
記
事
ま
で
も
は
い
っ
て
了
ふ
な

ど
、
Ｒ
本
は
不
正
確
、
不
完
仝
の
そ
し
り
を
菟
れ
な
い
鮎
が
多
々

あ
る
。
又
Ｒ
本
の
章
節
の
買
切
り
方
は
ラ
ム
ー
ジ
オ
の
自
己
流

の
も
の
で
あ
る
。
併
し
Ｒ
本
の
美
鮎
と
す
べ
き
は
、
翻
謬
の
正
し

さ
と
右
の
諸
本
よ
り
と
り
入
れ
た
貴
重
た
挿
入
文
と
に
あ
る
。

　

要
す
る
に
Ｒ
本
に
種
々
訣
鮎
の
多
い
こ
と
は
隠
れ
も
た
い
事

で
あ
っ
て
、
此
本
を
以
て
底
本
と
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
さ

れ
ば
と
て
さ
う
い
ふ
訣
勁
の
故
を
以
て
Ｒ
本
を
無
覗
し
、
Ｚ
・

Ｌ
等
貴
重
な
材
料
に
依
っ
て
重
要
な
興
味
深
い
記
事
が
含
ま
れ

て
ゐ
る
事
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。
此
等
は
Ｆ
を
原
本
に
近
づ
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け
、
豊
か
た
テ
午
ス
ト
を
復
原
す
る
上
に
本
質
的
な
材
料
と
な

ぢ

　

る
゜
で
あ
る
・

　
　
　

「
イ
マ
ゴ
ー
ム
ン
デ
ィ
」
所
収
本
（
Ｉ
）

　

ア
ン
ブ
ロ
ソ
文
庫
所
収
の
ヂ
ャ
ｎ
　
･

Ａ
ｃ
ｑ
ｕ
i
編
「
イ
マ
ゴ
ー
ム
ン
デ
ィ
」
｛
日
ａ
ｇ
ｏ
ヨ
ｕ
ｎ
ｄ
ｉ
　
ｓ
ｅ
ｕ
　
ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ

の
中
に
此
族
行
記
の
裁
草
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
系
続
か
ら
云

へ
ば
Ｌ
Ｂ
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
篇
中
各
地
の
習
俗
に
開
す

る
記
事
が
多
い
鮎
は
、
Ｚ
と
共
に
注
目
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
べ
氏
が
其
の
時
ま
で
に
知
ら
れ
た
寫
本
の
悉
く
を
楡
討

し
て
諮
納
し
得
た
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

従
前
の
考
へ
で
は
Ｆ
本
は
原
木
の
ま
ｘ
の
も
の
で
あ
っ
て
、

Ｐ
本
や
Ｒ
本
に
見
え
る
様
な
記
事
は
、
或
は
マ
ル
ご
の
追
記
し

た
も
の
と
か
、
或
は
後
人
の
偽
作
と
さ
れ
て
ゐ
た
。
併
し
事
賓

は
、
原
本
の
上
に
斯
る
書
き
加
へ
が
行
は
れ
た
の
で
な
く
、
反

對
に
原
本
は
１
　
も
詳
し
い
、
記
事
の
豊
富
な
も
の
で
あ
っ
て
、

傅
寫
０
明
に
次
第
に
節
略
化
し
、
貧
弱
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｚ
・
Ｖ
・
Ｌ
の
諸
本
は
そ
の
事
を
賓
物
の
上
で
澄
明
す
る
屈
竟

の
材
料
で
あ
っ
て
、
而
も
其
等
の
根
析
に
は
佛
伊
混
淆
文
本
が

あ
っ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
今
日
我
々
が
接
し
得
る
も
の
よ

で
は
や
は
り
Ｆ
本
が
内
容
か
ら
云
っ
て
も
、
鰐
裁
か
ら
云
っ
て

も
原
本
に
最
も
近
い
善
本
で
あ
る
。
さ
れ
ば
と
て
、
之
に
他
の

寫
本
や
編
纂
本
を
參
照
し
て
も
到
底
ゼ
ノ
ブ
で
作
ら
れ
た
岨
本

の
奮
に
復
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
く
ら
ゐ
、
損
は
れ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

　

之
に
椿
い
た
第
七
章
に
は
諸
種
の
残
本
及
び
此
の
旅
行
記
の

営
時
の
文
化
に
呉
へ
た
影
響
が
諭
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
前
者
は
こ

こ
に
詳
説
す
る
必
要
は
な
い
と
思
ふ
し
、
後
者
は
別
の
機
會
に

仝
文
を
鵬
謬
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。

　

寫
本
の
傅
承
を
論
じ
た
「
序
論
」
は
大
略
右
の
通
り
で
あ
っ

て
、
之
に
椿
い
て
本
文
、
補
注
、
牽
引
か
あ
る
。

　

本
文
は
Ｆ
本
印
ち
パ
リ
國
民
圖
書
館
所
截
寫
本
ｆ
ｒ
.
　
１
１
１
６
に

校
勘
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
一
言
し
た
様
に
、
此
寫
本

は
狽
特
の
愛
態
フ
ラ
ヱ
ス
文
で
書
か
れ
、
綴
字
法
も
正
則
で
は

な
く
、
誤
寫
も
あ
り
、
叉
以
前
に
地
理
協
會
が
出
版
し
た
も
の

も
校
勘
は
甚
だ
不
充
分
な
も
の
で
あ
る
。
べ
氏
本
で
は
此
等
の

誤
を
一
々
正
し
、
各
頁
の
脚
註
の
校
勘
記
を
二
段
に
分
け
、
其

の
上
段
は
細
字
で
以
て
パ
リ
寫
本
と
地
理
協
會
刊
行
４
　
と
の
字

句
の
異
同
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
下
段
の
校
勘
記
は
太
字
で
以
て

諸
本
に
見
え
た
供
文
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
此
等
は
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主
要
な
も
の
に
限
っ
た
も
の
で
、
す
べ
て
の
寫
本
と
の
異
同
を

悉
く
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
斯
様
に
一
頁
を
本
文
と
二
種
の

校
記
と
に
買
切
っ
て
、
非
常
な
苦
心
を
彿
っ
た
編
輯
ぶ
り
で
あ

る
。
而
し
て
巻
末
の
補
注
は
、
長
文
の
校
勘
記
の
本
文
中
の
校

勘
記
の
欄
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
及
び
本
文
の
各
章
が

「
序
論
」
の
何
處
で
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
に
對
す
る
索
引
と
だ

づ
て
ゐ
て
、
後
者
は
特
に
重
賓
で
あ
る
。

　

編
輯
に
就
て
、
一
言
非
難
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
章
節

の
買
切
り
方
が
Ｆ
本
濁
自
の
も
の
で
あ
っ
て
、
他
本
と
の
參
照

に
甚
だ
不
便
で
あ
る
。
殊
に
本
書
は
テ
キ
ス
ト
を
主
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
べ
氏
は
東
洋
學
者
で
も
な
い
篤
に
、
註
憚
が
っ
け

ら
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
富
然
、
他
の
註
憚
本
と
照
し
合
す
場
合

が
多
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
一
勝
そ
れ
を
附
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
あ
る
。
ぺ
マ
ザ
ー
氏
が
ユ
ー
ル
本
と
の
章
節
對
照
表
を
作
っ

て
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｓ
i
a
ｔ
i
c
　
Ｒ
ｏ
ｖ
i
e
w

Ｖ
ｏ
ｌ
　
２
５
.
　
Ｎ
ｏ
　
8
1
.
　
Ｈ
ａ
ｎ
.
　
１
９
２
９
:
)
　
ｄ
ｄ
.

５
４
-
５
５
に
掲
げ
、
叉
同
氏
編
の
フ
ラ
こ
フ
ト
ン
本
の
各
章
毎

に
、
そ
れ
に
對
座
す
る
諸
本
の
章
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
一
々
此

等
を
繰
る
の
も
厄
介
至
極
で
あ
る
。
（
私
は
此
の
稿
の
末
に
諸
本

章
節
對
照
表
を
附
け
る
っ
も
り
で
ゐ
た
が
、
近
く
出
る
ム
ー
ル

ペ
リ
オ
本
に
は
そ
れ
が
附
け
ら
れ
る
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
今

は
載
せ
な
い
こ
と
に
し
た
）

　

斯
く
べ
氏
の
研
究
は
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
旅
行
記
研
究
上
、
ひ

い
て
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
文
學
史
研
究
上
に
大
き
な
革
命

を
蔚
し
た
も
の
で
あ
る
。
隠
れ
た
る
貴
重
な
寫
本
を
再
び
明
る

み
に
持
出
し
、
最
善
本
た
る
所
謂
地
理
協
倉
本
た
る
も
の
ｘ
性

質
を
従
来
と
は
異
っ
た
立
場
か
ら
認
識
し
て
旅
行
記
の
原
形
を

示
唆
し
、
且
従
来
謎
と
さ
れ
て
ゐ
た
ラ
ム
万

事
の
根
源
を
探
り
あ
て
る
等
、
族
行
記
の
テ
キ
ス
ト
に
開
す
る

問
題
の
核
心
は
解
決
さ
れ
た
と
云
っ
て
宜
い
。
一
度
び
本
書
が

現
れ
る
や
、
腫
を
接
し
て
。
ヘ
ン
ザ
ー
氏
編
む
所
の
フ
ラ
ン
プ
ト

ン
譚
本
が
出
で
、
更
に
Ｚ
原
本
の
硬
見
と
な
り
、
今
や
べ
氏
の

テ
キ
ス
ト
に
就
て
の
所
論
の
上
に
立
っ
た
尨
大
な
ム
ー
ル
＝
ペ

リ
オ
校
註
本
の
出
現
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

二
、
リ
ッ
チ
英
露
木

　

本
書
の
本
文
は
ベ
ネ
デ
″
ト
氏
が
自
ら
現
代
イ
タ
リ
ア
語
に

　
　
　
　
　
　
　

④

嗣
詳
し
た
テ
キ
ス
ト
に
就
い
て
故
リ
。
チ
氏
が
英
輝
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
出
版
の
運
び
に
至
ら
す
し
て
リ
氏
は
歿
し
、
デ
エ

ソ
ン
ー
ロ
ス
卿
が
之
に
序
文
及
索
引
を
附
し
て
彼
と
パ
ワ
ー
氏

と
の
共
同
監
修
に
係
る
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ａ
ｄ
w
ａ
ｙ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
e
l
l
e
ｒ
ｓ
叢
書
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万々

中
の
一
計
と
し
て
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

我
國
で
は
、
難
解
且
入
手
困
難
な
べ
氏
の
原
本
を
引
用
す
る

代
り
に
此
が
利
用
さ
れ
る
場
合
が
頗
る
多
い
様
で
あ
る
が
、
賓

は
此
は
引
用
に
用
っ
て
は
相
鴬
注
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
今
述
べ
た
様
に
、
改
輝
文
に
基

づ
い
た
普
及
版
で
あ
っ
て
、
べ
氏
本
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
ー
テ
キ

ス
ト
の
ま
ｘ
の
刑
輝
で
は
な
い
。
べ
氏
本
で
は
、
前
に
述
べ
た

通
り
地
理
協
曾
本
を
底
本
と
し
、
其
と
他
本
と
の
異
同
を
調
べ

た
綿
密
な
校
勘
記
が
附
し
て
あ
っ
た
が
、
此
の
英
詳
本
で
は
肝

心
の
校
勘
記
は
省
略
さ
れ
て
、
地
理
協
會
本
の
文
章
は
改
め
ら

れ
、
他
本
に
見
え
る
侠
文
が
本
文
の
中
に
織
込
ま
れ
て
居
り
、

原
書
の
形
が
著
し
く
損
は
れ
て
ゐ
る
。
章
節
の
亘
切
り
方
や
題

名
も
原
書
と
は
異
り
、
殊
に
章
節
に
番
琥
が
附
い
て
ゐ
た
い
事

は
原
書
或
は
他
書
と
の
參
照
に
営
っ
て
頗
る
不
便
で
あ
る
。
次

に
譚
文
に
就
て
言
へ
ば
、
原
文
に
必
ず
し
も
忠
賓
で
あ
る
と
は

限
ら
ぬ
様
で
、
多
少
の
誤
謬
が
あ
る
の
を
敢
て
訂
正
せ
ず
に
存

し
た
も
の
も
あ
る
こ
と
が
序
文
に
も
見
え
る
。

　

ロ
ス
卿
の
簡
軍
な
序
文
の
他
に
は
、
註
拶
は
附
け
ら
れ
ず
、

た
ミ

あ
る
。

　

も
と
く
此
の
謬
本
は
厳
密
に
學
術
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
他
本
と
同
列
に
扱
ふ
の
は
或
は
富
を
得

て
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
が
こ

こ
ｘ
に
一
庶
論
じ
た
ま
で
ご
の
る
。
本
書
の
と
る
べ
き
鮎
は
、

厄
介
至
極
な
地
理
協
會
本
の
佛
伊
混
淆
文
が
平
易
な
英
文
で
讃

め
る
と
い
ふ
鮎
に
の
み
あ
る
。
此
の
鮎
は
我
々
は
ぺ
・
リ
雨
氏

の
努
力
を
多
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
々
原
書
と
の
對
照
が
其
の

場
合
絶
對
に
必
要
で
あ
る
。

　
　

三
、
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
英
輝
木

　

ペ
ネ
デ
ッ
ト
の
大
著
が
出
さ
れ
て
後
間
も
な
く
、
ペ
ン
ザ
ー

氏
の
編
輯
に
係
る
「
マ
ル
Ｊ
。
ボ
ー
ロ
族
行
記
」
の
フ
ラ
ン
プ

ト
ン
英
詳
本
が
世
に
途
ら
れ
た
。
編
者
ペ
ン
ザ
ー
氏
は
英
國
の

東
洋
學
者
で
十
一
世
紀
頃
の
カ
シ
ミ
ー
ル
の
人
ソ
マ
デ
ー
ヴ
ｙ

Ｓ
ｏ
ｍ
ａ
ｄ
ｅ
ｖ
ａ
の
Ｋ
ａ
ｍ
ａ
　
ｂ
ａ
ｎ
ｔ
　
ｏ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
の
ﾄ
ｰ
　
1
1
　
―
　
ｉ
　
ａ
w
ｎ
ｅ
ｊ
'

の
手
に
成
る
英
輝
本
Ｈ
Ｉ
〇
（
;
ｅ
ａ
ｎ
　
ｏ
ｆ
　
ｂ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

　
　
＋
＾
さ
き
に
編

輯
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
人
で
あ
る
。

　

此
の
フ
『
フ
ン
プ
ト
″
譚
木
は
ス
ペ
イ
ン
語
か
ら
の
重
詳
で
あ

っ
て
、
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
の
外
に
I
I
　
ｎ
　
ｔ
　
-
'
i
K
　
･
　
ｎ
　
Ｎ
チ
の
旅
行

記
も
併
せ
て
一
冊
に
収
め
ら
れ
て
あ
り
、
而
し
て
ペ
ン
ザ
ー
氏
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るｊ

の
序
文
、
注
憚
が
添
へ
ら
れ
て
あ
る
。
此
の
重
刊
本
硬
刊
の
理

由
と
し
て
ペ
ン
ザ
ー
氏
の
述
べ
る
所
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代

の
「
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
族
行
記
」
の
英
輝
本
と
い
ふ
こ
と
自
愛

が
珍
重
に
價
す
る
事
で
あ
る
の
み
た
ら
す
、
原
刊
本
は
今
日
頗

る
稀
観
に
属
し
、
僅
に
三
部
を
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ

だ
け
で
も
重
印
の
價
値
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
次
の
如
き

諸
理
由
に
も
依
る
。
第
一
に
は
文
學
史
研
究
の
上
か
ら
は
原
本

の
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
風
の
綴
字
法
、
欄
外
の
見
出
し
、
花
文
字

等
を
示
す
こ
と
は
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に
「
マ
ル
Ｊ
・

ボ
ー
ロ
族
行
記
」
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
輝
本
（
ベ
ネ
デ
ヴ
ト
の
云
ふ
Ｖ

Ａ
系
）
の
標
本
と
し
て
見
て
も
面
白
い
。
更
に
第
三
に
は
寫
本

の
系
統
に
就
て
ベ
ネ
デ
″
ト
に
依
り
新
説
が
唱
へ
ら
れ
た
の
で

之
に
依
る
奮
説
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
最
後
に
は
近
来
の

中
央
ア
ジ
ア
學
の
進
歩
の
結
果
、
マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ロ
の
行
程
に

就
て
の
西
来
の
研
究
が
再
検
討
さ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
と
云
ふ
の

で
あ
る
。
斯
様
な
次
第
で
本
書
は
原
刊
本
の
古
雅
な
面
影
が
存

さ
れ
旅
行
記
の
本
文
に
は
手
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

　

原
刊
本
は
一
五
七
九
年
一
月
に
こ
Ｉ
ペ
リ
ー

Ｒ
.
　
Ｎ
ｅ
w
ｂ
ｕ
ｒ
ｙ

の
登
行
す
る
所
で
、
其
後
版
腹
は
他
に
移
っ
た
。
輝
者
フ
ラ
ン

プ
ト
ン
？
ｉ
？
～
又
Ｉ
は
久
し
く
ス
ペ
イ
″
に
住
み
、
一

五
七
六
年
に
英
國
に
諾
り
爾
後
一
五
八
一
年
ま
で
０
間
に
六
種

の
ス
ペ
イ
ン
書
（
主
と
し
て
東
方
開
係
の
書
）
を
刑
謬
し
た
。

些
か
蛉
談
に
わ
た
る
が
、
煙
草
を
初
め
て
英
國
に
育
し
た
と
普

通
に
云
は
れ
て
ゐ
る
ド
レ
ー
ク
よ
り
も
早
く
に
英
國
で
喫
煙
し

て
ゐ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
歿
年
は
確
か
で
な
い
が
、
一
五
九

六
年
頃
迄
は
生
き
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
プ
ト
ン
の
抹
っ
だ
本
は
Ｖ
Ａ
系
の
サ
ン
タ
于
フ
の
カ

ス
チ
ラ
（
ス
ペ
イ
ン
）
語
詳
本
で
あ
る
。
此
本
は
前
回
二
四
一
頁

系
国
に
（
い
ａ
屁
と
あ
る
も
の
で
ル
ッ
カ
Ｌ
ｕ
ｃ
ｃ
ａ
官
立
国
書
館

所
蔵
の
Ｉ
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
語
寫
本
と
内
容
が
似
寄
っ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
１
　
般
が
一
三
五
章
に
亘
切
ら
れ
て
あ
る
（
フ
ラ
ン
プ
ト

ご
本
心
同
じ
）
。
謬
者
サ
ン
タ
Ｈ
　
I
N

　
Ｒ
ｏ
ｄ
ｒ
ｉ
ｇ
ｏ
　
Ｆ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｚ
　
ｄ
ｅ

Ｓ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
　
ｙ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
ｏ
ｂ
ａ
は
一
四
四
四
年
セ
ヴ
ィ
ラ
の
東
北
な

る
カ
ル
ｆ
ナ
（
‥
ａ
∃
ｏ
ｌ
の
生
れ
、
ボ
ロ
ー
エ
ヤ
の
Ｊ
レ
″
ヂ

に
學
ん
で
學
位
を
獲
た
學
管
で
あ
る
。
鮮
國
後
管
正
補
佐
の
任

に
就
き
、
セ
ヴ
ィ
ラ
大
學
の
設
立
に
奔
走
し
、
一
五
〇
九
年
に

死
ん
だ
。
近
く
一
九
〇
〇
年
に
至
り
其
の
大
學
に
彼
の
像
が
建

て
ら
れ
た
。
「
マ
ル
ヲ
ポ
ー
ロ
族
行
記
」
の
翻
譚
は
一
四
九
三

年
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
初
版
の
出
版
は
一
五
○
三
年
で

あ
る
（
於
ゼ
ブ
ラ
）
。
其
後
一
五
〇
七
年
（
於
ト
レ
ド
）
、
一
五
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一
八
、
一
五
二
〇
年
（
於
セ
ヴ
ゴ
フ
）
二
五
二
九
年
（
於
ロ
ク

こ
に
細
々
と
重
印
さ
れ
た
が
、
今
は
何
れ
も
稀
哉
に
な
っ
て

ゐ
る
。

　

話
は
ぺ
マ
ザ
ー
氏
編
輯
本
に
戻
る
が
、
こ
れ
の
序
論
は
三
部

に
分
れ
、
一
は
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
及
び
サ
で

は
寫
本
の
傅
承
、
三
は
’
ル
ご
・
ボ
ー
ロ
の
行
路
に
就
て
の
研

究
で
あ
る
。
二
の
「
寫
本
の
傅
承
」
と
い
ふ
の
は
ベ
ネ
デ
Ｊ
。
ト

の
大
作
を
極
め
て
手
際
よ
く
要
約
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
、
彼

が
前
に
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｓ
i
a
ｔ
i
c
　
Ｒ
ｅ
ｖ
i
e
w
に
載
せ
た
も
の
と
ほ
ゞ
同
じ

で
あ
る
。
三
の
行
路
の
研
究
は
ス
タ
イ
ヱ
の
地
圖
を
利
用
す
る

な
ど
、
最
近
の
諸
研
究
の
結
果
を
と
り
入
れ
て
な
か
く
よ
く

出
来
た
も
ｏ
で
あ
る
。
之
に
就
て
は
石
田
幹
之
助
氏
が
述
べ
ら

れ
た
こ
と
か
あ
る
か
ら
（
史
學
雑
誌
四
四
ノ
ー
、
一
〇
四
頁
）
、

就
て
見
ら
れ
た
い
。

　

族
行
記
の
本
文
は
先
に
言
っ
た
様
に
章
節
の
百
分
、
花
文
字

其
他
に
原
刊
本
の
醒
裁
を
存
し
て
ゐ
る
が
、
各
章
ご
と
に
諸
校

註
本
の
そ
れ
に
相
営
す
る
章
を
示
し
て
あ
る
の
は
頗
る
便
利
で

あ
る
。

　

附
録
の
一
は
フ
ラ
ヱ
プ
ト
ン
本
の
テ
キ
ス
ト
に
就
て
の
注
揮

で
あ
る
。
校
勘
と
固
有
名
詞
の
解
説
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
習
俗
に
胡
す
る
説
明
も
あ
り
、
そ
れ
に
於
て
は
編
者
の
宗

教
・
土
俗
に
開
す
る
博
識
に
依
り
啓
我
さ
れ
る
所
が
多
い
。
た

だ
注
憚
が
節
略
本
で
あ
る
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
本
の
テ
キ
ス
ト
に
限

ら
れ
て
ゐ
る
の
が
物
足
り
な
い
。
附
録
の
二
は
・
フ
ム
ー
ジ
オ
本

其
他
に
見
え
る
興
味
深
い
記
事
の
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
本
に
洩
れ
た

も
の
を
敷
十
條
、
八
十
頁
に
わ
た
っ
て
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

最
近
に
此
本
の
再
版
（
普
及
版
）
が
出
た
と
の
知
ら
せ
を
受

取
っ
た
。
（
Ａ
.
　
＆
　
Ｃ
.
　
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
　
＆
｡
行
、
價
は
十
八
志
）

　
　

四
、
ム
ー
ル
＝
。
ヘ
リ
オ
共
編
木
⑧

　

本
稿
の
前
篇
が
印
刷
を
終
っ
た
日
に
此
の
本
の
出
版
の
知
ら

せ
に
接
し
た
。
第
二
巷
が
先
づ
出
た
ゞ
け
で
未
だ
全
部
は
出
て

ゐ
な
い
が
、
出
版
案
内
を
見
る
と
其
の
内
容
は
大
に
期
待
を
持

た
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
ｘ
に
其
の
大
概
を
傅
へ
て
お
か

　

全
篇
は
四
谷
に
分
た
れ
總
て
千
三
百
頁
、
圖
版
八
４
　
と
い
ふ

大
冊
で
、
四
五
〇
部
の
限
定
刊
行
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

脱
出
の
第
二
谷
と
い
ふ
の
は
問
題
の
ゼ
ラ
ダ
寫
本
（
Ｚ
）
で
あ

る
。
べ
氏
の
ミ
フ
ノ
で
我
見
し
た
本
は
先
に
述
べ
た
様
に
ト
ア

ル
ド
が
寫
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
寫
し
は
大
儒
に
於
て
叔
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lｙ､タア

鼓
正
で
あ
る
が
多
少
の
誤
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ト
ア
ル
ド
の

抹
っ
た
原
本
の
ゼ
ー
フ
ダ
寫
本
を
一
九
三
二
年
に
サ
ー
・
パ
ー
シ

ヴ
ァ
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ド

　

S
i
ｒ

　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｃ
ｅ
ｖ
a
l
　
　
　
Ｄ
ａ
ｖ
i
d
　
が
ト
レ
ド
に
於

　
　
　
　
　

⑨

て
我
見
し
た
。
此
を
版
に
附
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
巻
の

み
は
雨
三
年
前
に
既
に
印
刷
さ
れ
て
ゐ
た
と
の
事
で
あ
る
。

　

第
一
巻
は
序
論
・
本
文
・
附
録
よ
り
成
る
。
本
文
は
Ｆ
本
の

英
詳
に
諸
本
に
見
え
る
快
文
を
添
へ
た
も
の
。
序
論
は
寫
本
の

傅
承
の
概
説
、
特
に
Ｆ
・
Ｚ
・
Ｒ
に
就
て
の
詳
し
い
解
題
、
デ

エ
ソ
ン
ー
ロ
ス
卿
の
筆
に
成
る
Ｚ
の
解
題
、
ボ
ー
ロ
家
の
系
譜

マ
ル
Ｊ
の
経
歴
の
研
究
等
よ
り
成
る
。
附
録
は
「
諸
本
章
節
對

照
表
」
・
「
寫
本
一
寛
表
」
及
び
マ
ル
コ
ー
ポ
ー
ロ
の
経
歴
・
財
産

に
開
係
し
た
諸
文
書
の
寫
し
等
で
あ
る
。
寫
本
一
覧
表
に
は
一

四
三
部
を
録
す
る
と
あ
れ
ば
、
べ
氏
の
調
査
し
た
よ
り
も
五
部

を
堵
し
て
ゐ
る
。
其
の
内
一
部
は
ム
ー
ル
の
襲
見
し
た
も
の
、

一
部
は
Ｚ
の
原
木
、
一
部
は
後
に
説
く
ア
ド
ｆ
ン
ト
本
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
。
、
他
に
二
部
従
前
未
知
の
も
の
が

含
ま
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

第
三
巻
は
註
鐸
・
索
引
で
㈲
は
、
Ｇ
-
　
Ｂ
ｉ
ｎ
ｇ
;
　
Ｐ
ｅ
ｒ
c
i
ｖ
a
l
　
Ｄ
ａ
ｖ
i
d
;

（
ｊ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
　
H
i
l
l
;
　
Ｒ
.
　
Ｋ
ｒ
ａ
ｕ
ｔ
ｈ
　
ｅ
ｉ
ｍ
ｅ
ｒ
;
　
Ｈ
.
　
Ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
ｔ
ｈ
ａ
ｌ
;
　
Ｐ
.
　
P
e
l
l
i
o
ｔ

の
諸
氏
の
論
文
、
向
は
主
と
し
て
ペ
リ
オ
氏
の
手
に
な
る
地
名
・

人
名
・
東
洋
語
等
四
百
除
の
項
目
に
就
て
の
注
郡
で
、
ア
ラ
ビ

ア
字
・
良
字
も
用
ひ
ら
れ
て
印
刷
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
。

㈲
は
同
じ
く
ペ
リ
オ
氏
主
編
の
研
究
書
目
で
、
日
本
・
支
那
の

論
文
も
含
史
れ
、
最
後
が
向
索
引
で
あ
る
。

　

第
四
巻
は
圖
版
及
び
地
圖
に
充
て
ら
れ
る
。

　

右
の
様
な
内
容
で
あ
る
か
ら
綾
刊
の
Ｉ
、
三
、
四
巻
に
も
大

き
な
期
待
が
持
て
る
。
第
一
に
は
厄
介
な
地
理
協
會
本
が
、
充

分
信
頼
し
得
る
英
謬
と
な
っ
て
出
る
こ
と
で
あ
り
、
次
に
は
第

三
巷
の
（
ａ
）
論
文
や
（
ｂ
）
註
解
は
ユ
ー
ル
Ｊ
ル
デ
ィ
エ
以
後
今

日
迄
に
進
め
ら
れ
た
東
洋
學
の
總
和
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う

し
、
又
第
一
巻
の
マ
ル
コ
ー
ボ
ー
ロ
或
は
ボ
ー
ロ
家
に
開
す
る

研
究
は
、
従
前
全
く
暗
黒
で
あ
っ
た
と
云
っ
て
も
宜
い
程
の
此

の
問
題
に
つ
い
て
大
き
な
燈
明
を
鮎
す
る
も
の
Ｘ
様
に
見
う
け

ら
れ
る
。

　

ベ
ネ
デ
ッ
ト
は
彼
の
大
作
の
巻
頭
に
於
て
、
ｙ
ル
ー
・
ボ
ー

ロ
の
研
究
に
は
三
つ
の
基
礎
的
な
問
題
が
あ
る
、
テ
キ
ス
ト
、

註
憚
、
マ
ル
＝
の
事
蹟
が
是
で
あ
る
と
説
い
た
。
即
ち
旅
行
記

の
原
本
は
失
は
れ
て
居
り
、
我
々
の
前
に
は
後
人
の
手
に
成
る

百
敷
十
に
及
ぶ
互
に
異
っ
た
寫
本
が
あ
る
の
だ
か
ら
此
等
の
材

料
で
以
て
旅
行
記
の
本
然
の
、
純
粋
の
も
の
を
錨
納
す
る
こ
と
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は
第
一
の
急
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
．
次
に
此
の
大
著
の
地
理

　
　

本
以
前
の
二
三
の
著
述
に
も
Ｉ
言
鴫
れ
て
お
き
た
い

む

　

り
゛
ぎ
に
こ
勺
４
-
Ｈ
Ｂ
t
S
{
-
Ａ

I
　
_
ｓ
？
.

ｉ
ｃ
ＵI
I
　
1.
n
.
V
T
-
V
i
-
４
-
X

r
t
^
i
T
t
L
'
d
i
!
＊
？
!
'
-
.

.

―̂
＾
Ｌ

的
・
歴
史
的
註
憚
を
必
要
と
す
る
箇
所
は
無
轟
蔵
で
あ
り
、
且

茸
来
の
註
憚
の
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
よ

め
て
説
く
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
マ
ル
ー
の
経
歴
、

歿
年
、
名
馨
、
財
産
、
或
は
ボ
ー
ロ
家
の
事
情
等
に
就
て
は
、

具
服
的
に
云
へ
ば
、
元
の
朝
廷
で
ｙ
ル
ｎ
は
如
何
な
る
任
に
就

い
て
ゐ
た
の
か
、
ク
ル
ソ
ラ
の
海
戦
で
マ
ル
ｎ
は
ど
ん
な
役
を

勤
め
た
か
、
ど
う
い
ふ
事
随
で
ゼ
ノ
ヅ
の
獄
に
繋
が
れ
る
に
至

っ
た
の
か
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
に
諮
っ
て
後
は
何
を
し
て
ゐ
た
か
、

其
後
の
ボ
ー
ロ
家
は
如
何
で
あ
っ
た
の
か
何
一
つ
と
し
て
確
か

に
判
っ
て
ゐ
な
い
。
此
等
の
問
題
の
内
第
一
に
就
い
て
は
べ
氏

に
依
っ
て
は
？
納
得
の
ゆ
く
程
度
に
解
決
さ
れ
た
。
而
し
て
第

二
第
三
の
問
題
に
就
て
此
の
ム
ー
ル
ａ
ベ
リ
オ
本
の
寄
呉
す
る

所
は
、
編
者
等
の
學
識
と
本
書
の
篇
目
と
が
ら
見
て
、
頗
る
多

大
で
あ
る
こ
と
が
思
は
せ
ら
れ
る
・

　

ベ
ネ
デ
ッ
ト
の
劃
期
的
著
述
に
績
い
て
は
ペ
ヱ
ザ
ー
の
穫
趣

豊
か
な
佳
篇
や
後
述
の
ア
ド
ｆ
ン
ト
本
が
現
は
れ
、
今
又
’
ル

Ｊ
・
ポ
ー
〃
研
究
の
總
決
算
を
意
圖
し
た
と
も
見
る
べ
き
ム
ー

ル
＝
ペ
リ
オ
本
が
現
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
べ
氏

○

　
　
　

ミ
、
シ
ャ
リ
I
ｔ
ヨ
ン
木

　

著
者
シ
ャ
リ
ー
I
　
”
■
　
Ｎ
　
　
Ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｊ
.
　
Ｈ
.
（
い
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｇ
ｎ
ｏ
ｎ
（
一
八
七

ニ
ー
一
九
三
〇
）
は
フ
ラ
ヱ
ス
、
シ
ャ
ト
ー
・
ド
。
ブ
ル
に
生

れ
、
一
八
九
八
年
に
餓
道
技
師
と
し
て
支
那
に
渡
り
（
「
北
京
地

圖
」
を
以
て
名
高
い
ブ
イ
ヤ
ー
ル
と
同
時
で
あ
る
）
、
雲
南
・
京

浹
・
朧
海
諸
鍼
道
の
建
設
工
事
に
従
事
し
て
、
一
九
〇
八
年
に

は
支
那
政
府
の
技
術
顧
問
に
任
じ
、
其
の
方
面
に
開
す
る
著
述

も
あ
る
。
世
界
大
戦
の
際
に
鮮
國
従
軍
し
、
次
い
で
シ
ベ
リ
ア

出
兵
に
も
加
は
り
、
退
役
後
北
京
に
居
を
定
め
支
那
學
の
研
究

を
始
め
て
、
一
九
二
四
・
二
六
・
二
八
年
に
此
の
三
谷
の
書
を

順
次
世
に
途
っ
だ
。

　

此
書
の
本
文
は
、
ポ
１
‐
・
テ
ィ
エ
の
そ
れ
を
現
代
フ
ラ
ン
ス
文

に
書
き
改
め
た
も
の
で
、
支
那
に
住
ん
で
ゐ
て
諸
寫
本
校
合
の

便
を
持
た
ぬ
こ
と
で
も
あ
り
、
寫
本
の
傅
承
に
就
て
の
新
研
究

も
現
は
れ
る
以
前
の
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
已
む
を
得

ぬ
こ
と
Ｘ
は
言
ひ
乍
ら
、
此
の
勘
に
大
き
な
訣
鮎
を
先
づ
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
シ
ヤ
氏
が
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
註
憚
で

あ
っ
て
、
支
那
史
籍
を
多
く
利
用
し
、
張
星
娘
其
他
民
國
の
學
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喘
の
研
究
を
取
入
れ
、
且
印
刷
に
は
漢
字
を
挿
入
し
七
異
色
を

誇
ら
ん
と
し
た
。
私
は
此
等
の
註
渾
の
全
部
に
つ
い
て
嶮
討
し

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
の
見
た
限
り
で
は
其
の
註
憚
は
甚
だ

物
足
り
た
い
も
の
で
あ
り
、
過
１
　
も
二
三
た
ら
す
見
う
け
る
。

其
等
の
一
々
に
就
て
は
後
日
述
べ
る
機
會
も
あ
ら
う
し
、
叉
ペ

リ
オ
氏
も
通
報
二
五
巻
誌
上
で
数
例
を
阜
げ
て
ゐ
る
。
な
ほ
此

の
註
鐸
は
漢
文
史
料
の
利
用
に
重
粘
を
お
い
た
篤
に
支
那
以
外

の
方
面
に
開
し
て
は
見
る
べ
き
所
が
な
い
。
要
す
る
に
本
書
は

支
那
に
開
す
る
註
憚
に
は
多
少
と
る
べ
き
勘
が
な
い
で
も
な
い

が
、
従
来
評
價
さ
れ
て
ゐ
た
程
に
高
く
買
ふ
べ
き
も
の
で
は
な

い
と
考
へ
る
。

　
　

六
、
コ
ム
ロ
フ
木
、
改
造
文
庫
木
、
其
他

　

改
造
文
庫
版
「
マ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
族
行
記
」
の
出
現
に
依
っ

て
我
々
は
邦
文
に
譚
さ
れ
た
此
の
大
族
行
家
の
紀
行
に
極
め
て

手
軽
に
接
し
得
る
様
に
な
っ
た
事
は
甚
だ
結
構
な
こ
と
三
日
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
譚
文
が
極
め
て
見
事
で
あ
る
の
は
二
重

に
結
構
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
本
書
の
底
本
と
な
っ
た
・
ム
ロ
フ

本
な
る
も
の
は
べ
氏
の
大
著
出
版
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
且
つ

Å
ロ
フ
た
る
人
は
東
洋
學
者
で
も
た
い
様
で
、
此
の
テ
キ
ス
ト

は
學
術
的
に
は
高
く
評
價
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。
此
本
は
ユ

ー
ル
本
と
マ
ー
ス
デ
ン
本
と
を
彼
此
參
酌
し
て
作
っ
た
も
の
で

あ
る
。
更
に
詳
し
く
言
へ
ば
章
節
の
亘
切
り
方
は
　
1
I
ル
本
に

従
ひ
（
註
仰
の
參
照
に
便
な
る
が
錫
に
）
、
本
文
は
寧
ろ
マ
ー

ス
デ
ヱ
本
を
多
く
と
り
、
而
し
て
後
者
に
訣
け
た
第
四
篇
を
ユ

ー
ル
本
よ
り
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
ラ
ム
ー
ジ
オ
本
濁
特

の
記
事
は
仝
部
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
校
訂
者
が
尊
重
す

る
マ
ー
ス
デ
ヱ
本
は
先
に
述
べ
た
様
に
飢
雑
を
極
め
た
ラ
ム
ー

ジ
オ
本
に
抹
っ
た
も
の
で
、
し
か
も
此
の
校
訂
は
ラ
ム
ー
ジ
オ

本
に
開
す
る
正
し
い
認
識
の
上
に
立
っ
て
行
は
れ
た
も
の
で
な

い
事
を
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
な
ほ
本
書
の
隨
處
に
あ

る
簡
輩
な
註
記
は
誤
が
多
い
。

　

こ
Ｘ
で
考
へ
ら
れ
る
事
は
、
普
及
本
と
し
て
望
ま
し
い
も
の

は
斯
様
な
づ
ム
ロ
フ
本
で
な
く
、
べ
氏
版
な
り
ム
ー
ル
ー
。
ヘ
リ

オ
版
な
り
の
Ｆ
本
を
底
本
と
し
之
に
Ｒ
本
等
の
快
文
を
挿
入
し

て
文
學
者
の
流
麗
な
筆
で
邦
譚
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
或
は
リ

ッ
チ
本
を
校
訂
を
加
へ
て
用
ひ
て
も
宜
い
か
と
思
ふ
。

　

チ
ャ
ル
ナ
ー
編
の
中
世
濁
逸
語
譚
本
と
い
ふ
の
は
未
だ
変
物

に
接
し
な
い
が
、
十
四
世
紀
前
牛
に
中
世
東
方
濁
逸
語
に
詳
さ
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れ
同
世
紀
後
牛
に
書
寫
さ
れ
た
Ｌ
Ａ
系
の
節
略
本
が
ア
ド
そ
″

ダ

　

ト
冊
院
文
庫
で
腿
見
さ
れ
た
の
を
編
輯
し
た
も
の
と
の
事
で
あ

る
。

　

其
の
他
最
近
に
出
た
エ
ブ
リ
マ
ン
文
庫
本
、
ノ
イ
ｙ
ン
濁
詳

本
等
は
ラ
４
Ｉ
ジ
オ
本
の
翻
謬
で
あ
る
か
ら
更
め
て
説
く
必
要

は
な
か
ら
う
・

　

以
上
述
べ
た
如
き
校
註
本
以
外
に
此
の
族
行
記
の
一
部
分
に

就
い
て
の
註
解
、
或
は
之
を
利
用
し
た
論
文
の
類
に
至
っ
て
は

散
限
り
な
い
と
言
っ
て
宜
い
ほ
ど
現
れ
て
ゐ
る
。
ペ
リ
オ
氏
が

斯
る
論
文
の
目
録
を
作
る
筈
で
あ
る
か
ら
委
し
く
は
そ
れ
に
期

待
す
る
こ
と
Ｘ
し
た
い
。

　

此
の
旅
行
記
の
北
支
那
の
部
分
の
新
出
テ
キ
ス
ト
の
奮
註
解

本
に
見
え
ぬ
記
事
、
及
び
奮
註
解
本
の
解
し
至
ら
ざ
る
も
の
に

就
て
愚
見
を
述
べ
た
い
と
思
ひ
、
そ
の
前
置
き
の
意
味
で
本
稿

を
草
し
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
様
に
近
く
ム
ー
ル
、
ペ

リ
オ
雨
氏
監
修
の
校
註
本
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
暫
く

其
を
保
留
し
、
此
本
が
出
て
後
に
筆
硯
を
新
に
し
て
稿
を
つ
ゞ

け
た
い
。
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